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号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
五
）

仲
夏

植
物

【
竹
の
花
】

竹
咲
く

昔
、
竹
の
花
が
咲
く
と
不
吉
な
出
来
事
が
起
こ
る
前
兆
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
開
花
周
期
が
六
〇
年
か
ら
一
二
〇
年
と
長
く
、
め
っ
た

に
開
花
し
な
い
こ
と
か
ら
天
変
地
異
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

竹
は
イ
ネ
科
で
あ
る
。
稲
穂
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
。
「
花
」
と

い
う
が
色
鮮
や
か
な
花
々
と
は
異
な
る
。
一
斉
に
開
花
し
た
後
で
竹

林
全
体
が
枯
死
す
る
。
竹
は
繁
殖
力
が
強
く
成
長
も
早
い
。
開
花
す

る
や
い
な
や
全
部
枯
れ
て
し
ま
う
。

竹
の
花
は
今
で
も
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
た
と
え

が
最
近
で
は
静
岡
新
聞
が
、
浜
松
市
の
霊
園
で
竹
の
花
が
咲
き
、
訪

れ
た
人
た
ち
を
驚
か
せ
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

竹
は
草
で
も
な
く
木
で
も
な
く
、
タ
ケ
亜
科
に
属
す
竹
で
あ
る
。

節
が
あ
り
、
中
が
空
洞
で
、
他
の
植
物
に
は
な
い
特
性
を
持
つ
。
食

用
と
し
て
の
筍
が
あ
り
、
笛
、
筒
、
箱
な
ど
道
具
に
関
す
る
竹
冠
の

字
が
多
い
。
日
本
人
は
竹
を
暮
し
の
中
に
取
り
込
ん
で
き
た
。

竹
の
節
の
間
隔
は
、
根
元
が
狭
く
、
上
に
行
く
と
長
く
、
さ
ら
に

先
で
は
短
く
な
っ
て
い
る
。
根
元
は
自
重
に
堪
え
、
先
は
枝
葉
を
支

え
、
中
ほ
ど
の
間
隔
で
撓
っ
て
強
風
の
力
を
逃
が
す
。
維
管
束
鞘
は

外
側
ほ
ど
密
に
通
っ
て
い
て
、
曲
が
り
に
強
い
。

竹
の
す
べ
て
の
節
に
分
裂
組
織
が
あ
り
、
成
長
点
の
多
い
の
で
、

早
く
成
長
す
る
。
筍
に
親
と
同
じ
数
の
節
が
あ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
伸

び
る
。
竹
が
生
む
養
分
は
地
下
茎
で
筍
に
送
ら
れ
る
。

静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
に
竹
五
〇
〇
種
と
竹
の
資
料
館
を
持
つ
富

士
竹
類
植
物
園
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
今
竹
の
花
が
見
ら
れ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3
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号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
六
）

三
夏

動
物

【
鮧
】

講
談
社
の
『
カ
ラ
ー
図
説
日
本
大
歳
時
記
』
に
は
「
あ
か
え
そ
、

ま
え
そ
、
お
き
な
え
そ
な
ど
が
あ
り
、
本
州
中
部
以
南
の
海
に
産
す

る
。
普
通
に
台
所
で
料
理
す
る
魚
で
は
な
い
が
、
か
ま
ぼ
こ
の
材
料

に
な
る
」
と
あ
る
。

「
な
ん
だ
エ
ソ
か
」
と
釣
り
師
に
は
喜
ば
れ
な
い
魚
と
言
わ
れ
、

顔
つ
き
や
食
べ
に
く
さ
で
人
気
の
な
い
魚
で
あ
る
が
、
一
部
で
は
高

級
魚
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
名
前
の
由
来
は
大
和
朝
廷
に
遡
る
。
朝
廷

に
属
し
て
い
な
い
人
々
を
「
ヒ
ナ
」「
エ
ミ
シ
、
エ
ソ
」
と
呼
ん
だ
。

意
味
は
差
別
用
語
で
、
嫌
悪
感
、
見
る
に
堪
え
れ
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
こ
の
魚
は
醜
悪
な
魚
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
。

海
水
魚
で
、
生
息
域
は
水
深
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
よ
り
浅
瀬
、
海
底

が
砂
地
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
生
息
し
て
い
る
。
千
葉
県
か
ら
九
州

の
太
平
洋
沿
岸
、
若
狭
湾
か
ら
九
州
の
日
本
海
の
比
較
的
暖
か
い
地

域
に
分
布
し
て
い
る
。
日
本
以
外
で
は
イ
ン
ド
か
ら
西
太
平
洋
に
も

分
布
す
る
。

夜
行
性
で
、
昼
間
は
海
底
で
砂
の
中
へ
潜
っ
て
い
る
。
夜
に
活
動

を
開
始
す
る
。
肉
食
魚
で
貝
類
や
甲
殻
類
、
他
の
魚
類
な
ど
で
自
分

よ
り
小
さ
い
生
き
物
は
何
で
も
捕
食
す
る
。
産
卵
期
は
春
か
ら
夏
で
、

脂
の
の
っ
た
食
べ
頃
も
そ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
雄
よ
り
も
雌
の
ほ
う
が

大
き
い
。

成
魚
の
全
長
は
一
〇
セ
ン
チ
か
ら
七
〇
セ
ン
チ
、
吻
が
短
く
頭
の

前
方
に
大
き
な
目
が
あ
る
。
目
の
後
ろ
ま
で
大
き
く
開
く
口
に
小
さ

な
歯
が
並
ぶ
。
体
は
細
長
く
、
断
面
は
丸
く
、
円
筒
形
の
体
型
で
あ



る
。
鱗
は
大
き
く
て
硬
い
。
鰭
は
体
に
対
し
て
小
さ
い
。
背
鰭
と
尾

鰭
の
間
に
小
さ
く
丸
い
脂
鰭
が
あ
る
の
は
、
鮭
、
鮎
な
ど
と
同
じ
特

徴
で
あ
る
。

魚
肉
練
り
製
品
の
原
料
と
し
て
は
癖
の
無
い
淡
泊
な
味
で
歯
ご
た

え
が
良
い
。
市
場
で
は
蒲
鉾
業
者
が
殆
ど
を
買
い
占
め
る
。
鱗
を
取

り
頭
を
真
上
か
ら
包
丁
を
入
れ
て
腹
び
れ
も
落
と
す
よ
う
に
切
り
、

よ
く
洗
っ
た
ら
腹
か
ら
尾
鰭
に
か
け
て
切
り
込
み
を
入
れ
、
向
き
を

表
に
変
え
包
丁
の
背
中
で
身
を
叩
き
、
ま
た
裏
返
し
て
骨
を
付
け
根

か
ら
剥
が
す
。
骨
ご
と
擂
り
身
と
し
て
蒲
鉾
の
高
級
品
と
な
る
。
西

日
本
で
は
天
ぷ
ら
や
竹
輪
に
も
利
用
さ
れ
る
。
和
歌
山
県
で
は
南
蛮

焼
に
利
用
さ
れ
、
干
物
は
通
の
食
材
で
あ
る
。

高
知
市
大
橋
通
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
「
松
岡
か
ま
ぼ
こ
店
」
で

は
創
業
以
来
、
厳
選
し
た
材
料
と
伝
統
の
技
を
受
け
つ
い
で
手
づ
く

り
の
蒲
鉾
や
「
て
ん
ぷ
ら
」
が
買
え
る
。
そ
の
蒲
鉾
は
土
佐
沖
の
鮧

を
主
に
、
魚
の
性
質
を
見
分
け
な
が
ら
魚
を
一
匹
づ
つ
さ
ば
い
て
細

か
い
骨
も
く
だ
い
て
な
め
ら
か
に
し
、
う
す
で
摺
り
、
職
人
が
一
本

ず
つ
丁
寧
に
板
に
載
せ
る
。
店
長
の
加
茂
香
奈
さ
ん
が
描
い
た
四
駒

漫
画
は
『
ア
テ
は
テ
ン
プ
ラ

カ
モ
カ
ナ
！
！
』
第
一
巻
か
ら
四
巻

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

蒲
鉾
店
二
代
目
の
手
に
土
佐
の
鮧

尾
池
和
夫
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号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
七
）

初
夏

植
物

【
バ
ナ
ナ
】
（
そ
の
二
）

以
前
、
「
バ
ナ
ナ
は
草
本
で
あ
る
」
と
書
い
た
。
園
芸
学
上
は
野

菜
に
分
類
さ
れ
、
葉
鞘
が
重
な
り
あ
っ
て
で
き
た
偽
茎
の
先
端
か
ら



ぶ
ら
下
が
る
。
一
本
に
一
回
バ
ナ
ナ
を
収
穫
す
る
と
枯
れ
る
。
栽
培

す
る
と
収
穫
と
同
時
に
大
量
の
廃
棄
物
が
で
き
る
。
そ
れ
を
動
物
園

に
運
ん
で
象
の
餌
に
活
用
す
る
知
恵
が
あ
る
。

京
都
府
亀
岡
市
で
『
京
都
は
ん
な
り
ば
な
な
』
を
奈
佐
貴
之
さ
ん

と
齊
藤
隆
太
さ
ん
が
育
て
て
い
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
三
棟
に
台
湾

バ
ナ
ナ
の
苗
木
を
植
え
た
。
農
薬
を
使
用
せ
ず
、
活
断
層
の
運
動
で

で
き
た
亀
岡
盆
地
の
豊
富
で
良
質
の
地
下
水
を
大
量
に
使
っ
て
国
産

バ
ナ
ナ
と
し
て
出
荷
す
る
。
国
内
流
通
量
全
体
の
〇
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
が
、
希
少
価
値
が
高
い
国
産
バ
ナ
ナ
で
高
価
で
は
あ
る
が
、

無
農
薬
な
の
で
薄
い
皮
ご
と
食
べ
る
と
上
品
な
甘
み
が
あ
る
。
そ
し

て
収
穫
の
終
わ
っ
た
大
量
の
葉
、
茎
な
ど
を
京
都
市
動
物
園
の
象
に

届
け
た
。
普
段
は
芭
蕉
を
食
べ
て
い
る
象
の
反
応
は
と
て
も
よ
か
っ

た
と
い
う
。

『
日
本
食
品
標
準
成
分
表
二
〇
二
〇
年
版
（
八
訂
）
』
に
よ
る
バ

ナ
ナ
一
〇
〇
グ
ラ
ム
当
た
り
の
数
値
を
あ
げ
る
。
廃
棄
率
四
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、
エ
ネ
リ
ギ
ー
九
三
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
蛋
白
質
一
・
一
グ
ラ

ム
、
炭
水
化
物
二
二
・
五
グ
ラ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
三
六
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム

な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
塩
分
を
排
出
し
、
む
く
み
を
解
消
す
る
カ
リ

ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
食
物
繊
維
が
腹
の
調
子
を
整

え
て
く
れ
る
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
メ
チ
オ
ニ
ン
や
リ
ジ
ン
が
ビ
タ
ミ

ンB6

・C

・
ナ
イ
ア
シ
ン(B3

)

・
鉄
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
で
、

カ
ル
ニ
チ
ン
と
い
う
脂
肪
燃
焼
を
促
進
す
る
成
分
を
合
成
す
る
。

静
岡
県
立
大
学
の
薬
草
園
で
も
無
農
薬
で
バ
ナ
ナ
が
育
っ
て
お

り
、
収
穫
し
た
バ
ナ
ナ
を
学
生
た
ち
と
食
べ
る
こ
と
が
あ
る
。
青
い

う
ち
に
野
菜
と
し
て
皮
ご
と
炒
め
る
こ
と
も
あ
る
。
一
度
に
二
〇
〇

本
以
上
の
収
穫
が
あ
る
が
皆
が
そ
れ
を
待
ち
か
ね
て
い
る
。
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号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
八
）

三
秋

時
候

【
夜
長
】

長
き
夜

夜
の
短
か
さ
、
は
か
な
さ
を
惜
し
む
気
持
ち
で
詠
む
の
が
「
短

夜
」
、
そ
れ
に
対
し
て
「
日
永
」
、
「
夜
長
」
、
「
短
日
」
と
い
う
季
語

が
あ
る
。
物
理
的
な
時
間
の
長
短
に
も
増
し
て
季
節
の
変
化
な
ど
の

情
感
を
大
切
に
し
て
詠
む
季
語
で
あ
る
。

秋
の
夜
の
長
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
昼
と
夜
が
ほ
ぼ
同
じ

時
間
と
な
る
秋
分
が
過
ぎ
て
、
昼
よ
り
も
夜
が
長
く
な
り
始
め
る
と
、

気
分
と
し
て
夜
の
長
さ
が
身
に
し
み
る
よ
う
に
な
る
。
残
暑
も
そ
れ

ほ
ど
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
、
夜
の
仕
事
、
夜
の
読
書
に
励
む
よ
う

に
な
る
。
〈
よ
そ
に
鳴
る
夜
長
の
時
計
数
へ
け
り

杉
田
久
女
〉
と

い
う
よ
う
に
、
物
音
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
も
あ
る
。

春
に
は
「
日
永
」
と
い
う
季
語
が
あ
り
、
そ
れ
に
相
対
す
る
季
語

が
夜
長
で
あ
る
。
「
夜
長
」
と
理
屈
で
は
同
じ
意
味
の
「
日
短
」
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
冬
の
暖
か
な
昼
間
が
短
い
の
を
惜
し
む
気
持
ち
を

詠
む
季
語
で
あ
る
。

実
際
の
日
の
出
の
時
刻
と
日
の
入
の
時
刻
を
京
都
で
比
べ
て
み

る
。
二
〇
二
三
年
六
月
初
め
に
は
四
時
四
三
分
ご
ろ
で
あ
っ
た
日
の

出
が
、
八
月
一
五
日
に
は
五
時
一
七
分
で
以
後
ほ
ぼ
一
分
ず
つ
毎
日

遅
く
な
り
一
月
初
め
に
は
七
時
六
分
頃
に
な
る
。
六
月
末
頃
に
一
九

時
一
六
分
頃
で
あ
っ
た
日
の
入
は
、
八
月
一
五
日
に
は
一
八
時
四
七

分
で
、
以
後
日
毎
に
一
分
か
ら
二
分
ほ
ど
早
く
な
り
、
一
二
月
初
め

に
は
一
六
時
四
六
分
に
な
る
。

二
〇
二
三
年
の
夏
至
は
六
月
二
一
日
、
冬
至
は
一
二
月
二
二
日
で
、

両
者
の
日
の
出
て
い
な
い
時
間
の
差
は
五
時
間
ほ
ど
で
あ
る
。
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0
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号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
九
）

三
秋

天
文

【
霧
】

朝
霧

夕
霧

夜
霧

山
霧

川
霧

狭
霧

霧
襖

濃
霧

霧
時
雨

霧
笛

霧
は
空
気
中
に
含
み
き
れ
な
く
な
っ
た
水
蒸
気
が
、
小
さ
な
水
滴

と
な
っ
て
出
て
き
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
水
滴
が
光
を
反
射
し
た

り
吸
収
し
た
り
散
乱
さ
せ
た
り
し
て
視
界
が
白
っ
ぽ
く
な
る
。

気
象
庁
用
語
の
説
明
で
は
、
「
霧
」
は
「
微
小
な
浮
遊
水
滴
に
よ

り
視
程
が
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
状
態
」
で
、
「
濃
霧
」
が
「
視

程
が
陸
上
で
お
よ
そ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
海
上
で
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

以
下
の
霧
」
と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
備
考
に
は
「
濃
霧
注
意
報
と
同

一
基
準
で
用
い
る
。
濃
霧
注
意
報
の
基
準
は
地
方
に
よ
っ
て
多
少
異

な
る
」
と
あ
る
。

「
蒸
発
霧
」
は
水
面
か
ら
蒸
発
し
て
い
る
水
蒸
気
が
、
冷
い
空
気

に
よ
っ
て
冷
や
さ
れ
て
発
生
す
る
。
空
気
の
冷
た
い
川
の
「
川
霧
」

が
典
型
的
で
あ
る
。
「
移
流
霧
」
は
暖
か
い
空
気
が
流
れ
こ
ん
で
き

て
冷
た
い
水
面
や
地
面
に
冷
ひ
や
さ
れ
て
発
生
す
る
霧
で
、
初
夏
の

海
に
出
る
「
海
霧
」
な
ど
で
あ
る
。
「
滑
昇
霧
」
は
水
蒸
気
を
含
む

空
気
が
山
の
斜
面
に
沿
っ
て
の
ぼ
っ
て
上
の
方
で
冷
え
て
発
生
す
る

霧
で
、
山
の
下
か
ら
見
る
と
雲
で
あ
る
。
「
放
射
霧
」
は
晴
れ
て
風

の
弱
い
日
の
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
冷
え
こ
ん
で
発
生
す
る
。
山
に
囲

ま
れ
た
盆
地
に
多
い
。
「
前
線
霧
」
は
温
暖
前
線
付
近
で
降
雨
に
伴

い
発
生
す
る
。

発
生
原
理
も
構
成
す
る
水
滴
も
雲
と
霧
は
同
じ
で
あ
る
。
地
面
に

接
し
て
い
る
と
霧
、
接
し
て
い
な
い
と
雲
で
あ
る
。
山
に
か
か
る
と

観
測
者
の
位
置
で
変
わ
る
。
登
山
の
と
き
は
ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年9

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
〇
）
仲
秋

生
活

【
月
見
】

観
月

月
祀
る

月
の
宴

月
を
待
つ

月
見
酒

月
見
団
子

月
見
は
、
月
を
、
そ
れ
も
主
に
満
月
を
眺
め
て
楽
し
む
こ
と
で

観
月
と
も
言
う
。
月
見
は
、
主
に
旧
暦
八
月
一
五
日
か
ら
一
六
日
の

夜
（
八
月
十
五
夜
）
と
、
日
本
で
は
旧
暦
九
月
一
三
日
か
ら
一
四
日

の
夜
（
九
月
十
三
夜
）
に
催
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
月
見
の
「
十
五
夜
」

「
十
三
夜
」
と
言
う
。

中
国
で
も
日
本
で
も
、
月
を
愛
で
る
慣
習
は
古
く
か
ら
あ
る
。
日

本
神
話
や
古
事
記
に
は
「
月
夜
見
命
（
つ
く
よ
み
み
こ
と
）
」
が
登

場
す
る
。
『
竹
取
物
語
』
に
は
月
を
眺
め
る
か
ぐ
や
姫
を
嫗
が
注
意

す
る
場
面
が
あ
り
、
月
見
を
忌
む
思
想
も
同
時
に
あ
っ
た
。

平
安
時
代
、
月
見
は
規
模
が
大
き
く
な
り
、
延
喜
一
九
（
九
一
九
）

年
に
宇
多
法
皇
が
日
本
独
自
の
十
三
夜
の
月
見
を
催
し
た
。
当
時
の

日
本
の
月
見
は
、
詩
歌
や
管
絃
を
楽
し
み
つ
つ
酒
を
酌
む
よ
う
な
催

し
で
あ
り
、
庶
民
に
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

明
代
の
中
国
で
は
、
宴
会
に
加
え
て
名
月
の
日
に
供
え
物
や
月
餅

を
贈
り
合
う
習
慣
が
始
ま
っ
た
。
日
本
で
も
室
町
後
期
は
名
月
の
日

に
月
を
拝
ん
で
供
物
を
供
え
る
風
習
が
生
じ
た
。

東
ア
ジ
ア
で
は
里
芋
の
収
穫
祭
が
あ
る
地
域
が
多
く
、
日
本
で
も

月
見
に
里
芋
を
食
べ
た
。
月
見
が
世
俗
化
し
た
江
戸
時
代
前
期
に
は
、

十
五
夜
の
日
に
芋
煮
を
食
べ
て
夜
遊
び
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ

た
。
江
戸
中
期
以
後
、
家
庭
で
供
物
の
習
慣
が
始
ま
り
、
十
五
夜
の

日
は
文
机
を
祭
壇
と
し
て
、
供
物
に
江
戸
で
は
球
形
、
京
阪
で
は
里

芋
の
形
の
月
見
団
子
を
供
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年9

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
一
）
仲
秋

天
文

【
更
待
月
】

更
待
の
月

更
待

亥
中
の
月

二
十
日
亥
中

二

十
日
の
月

二
十
日
月

更
待
月
は
陰
暦
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
二
十
日
月
と
も
呼
ば
れ

る
。
夜
が
更
け
る
こ
ろ
に
昇
っ
て
く
る
。

平
安
時
代
、
貴
族
た
ち
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
「
観
月
の
宴
」
で
、

直
接
月
を
見
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
池
に
浮
か
べ
た
船
に
乗
り
、
水

面
に
映
っ
た
月
を
見
て
い
た
。
天
皇
は
神
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自

分
よ
り
上
を
見
上
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

月
の
出
は
一
日
経
つ
ご
と
に
、
四
〇
分
か
ら
五
〇
分
遅
く
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
呼
び
名
を
時
刻
順
に
並
べ
る
と
、
三
日
月
、
上
弦

の
月
、
十
三
夜
、
十
五
夜
、
十
六
夜
、
立
待
月
、
居
待
月
、
寝
待
月
、

更
待
月
、
下
弦
の
月
で
、
更
待
月
は
二
十
日
で
あ
る
。
天
候
次
第
で

月
を
望
め
な
い
場
合
も
あ
る
か
ら
地
方
に
よ
り
「
月
待
ち
」
の
風
習

が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。「
二
十
三
夜
待
ち
」
ま
で
行
う
地
域
が
多
い
が
、

中
に
は
「
二
十
六
夜
待
ち
」
ま
で
行
う
地
域
も
あ
る
。

月
光
に
阿
弥
陀
仏
、
観
音
、
勢
至
の
三
尊
が
現
れ
る
こ
と
を
口
実

に
、
月
が
昇
る
深
夜
の
二
時
ご
ろ
ま
で
遊
興
に
耽
る
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
記
録
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
風
習
は
明
治
時
代
に
入
る
と

急
速
に
廃
れ
た
。

現
在
、
月
と
地
球
の
距
離
は
約
三
八
万
キ
ロ
あ
る
。
だ
か
ら
私
た

ち
が
移
動
す
る
距
離
く
ら
い
で
は
、
月
が
見
え
る
方
向
は
変
わ
ら
な

い
。
街
の
明
か
り
の
な
い
場
所
で
は
月
の
光
の
ま
ぶ
し
さ
に
驚
く
こ

と
が
あ
る
。
星
を
見
る
美
星
町
で
は
月
の
光
が
眩
し
く
て
影
が
で
き

る
。
満
月
の
明
る
さ
は
、
一
等
星
の
約
三
〇
二
〇
〇
〇
倍
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1
0

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
二
）
晩
秋

生
活

【
新
蕎
麦
】

走
り
蕎
麦

秋
に
収
穫
さ
れ
た
実
で
作
る
蕎
麦
が
「
新
蕎
麦
」
で
あ
る
。
蕎
麦

の
実
や
、
そ
れ
を
粉
に
し
て
蕎
麦
切
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
秋

蕎
麦
」
と
も
い
う
。
新
蕎
麦
の
時
期
は
秋
以
外
に
も
あ
り
、
秋
蕎
麦

を
「
秋
新
（
あ
き
し
ん
）
」
と
呼
ん
で
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
蕎
麦
の
栽
培
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
七
月
か
ら
九
月
ま

で
に
種
ま
き
を
終
え
、
約
三
か
月
後
の
九
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て

収
穫
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
実
を
乾
燥
さ
せ
る
工
程
が
あ
り
、

蕎
麦
屋
に
出
る
の
は
一
〇
月
か
ら
一
二
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
夏
新
（
な
つ
し
ん
）
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
四
月
か

ら
六
月
に
種
を
ま
い
て
二
か
月
半
後
の
六
月
か
ら
八
月
に
収
穫
さ
れ

る
蕎
麦
で
あ
る
。
こ
れ
は
七
月
か
ら
九
月
に
店
に
出
る
。

秋
蕎
麦
は
香
り
高
く
、
深
い
味
わ
い
が
楽
し
め
る
こ
と
か
ら
、
江

戸
時
代
に
は
食
通
が
こ
ぞ
っ
て
求
め
た
。
日
本
全
国
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
が
、
中
部
か
ら
北
の
地
方
に
名
産
地
が
多
い
。
茨
城
の
「
常
陸

秋
そ
ば
」
を
筆
頭
に
、
小
粒
な
が
ら
甘
み
と
粘
り
の
強
い
福
井
の
在

来
種
が
特
に
有
名
で
あ
る
。
「
戸
隠
そ
ば
」
と
「
わ
ん
こ
そ
ば
」
の

日
本
三
大
蕎
麦
が
あ
る
長
野
や
岩
手
、
「
出
雲
そ
ば
」
の
島
根
も
知

ら
れ
て
い
る
。

蕎
麦
は
一
年
分
を
蕎
麦
粉
店
が
保
管
し
た
り
、
蕎
麦
屋
が
自
分
で

保
管
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
こ
で
新
蕎
麦
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
、

晩
秋
の
季
語
と
し
て
定
着
し
た
。
私
が
行
く
京
都
北
白
川
の
「
藤
芳
」

で
は
、
北
海
道
か
ら
始
ま
っ
て
各
地
の
新
蕎
麦
が
、
秋
の
間
次
つ
ぎ

と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1
0

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
三
）
三
秋

植
物

【
稲
】

初
穂

稲
穂

陸
稲

稲
穂
波

稲
の
香

稲
の
秋

イ
ネ
科
イ
ネ
属
の
植
物
は
、
今
二
三
種
七
七
系
統
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
の
二
〇
種
が
野
生
の
稲
で
あ
り
、
二
種
が
栽
培
の
稲

で
あ
る
。
栽
培
の
二
種
は
、
ア
ジ
ア
栽
培
イ
ネ
（
ア
ジ
ア
イ
ネ
）
と

ア
フ
リ
カ
栽
培
イ
ネ
（
ア
フ
リ
カ
イ
ネ
、
グ
ラ
ベ
リ
マ
イ
ネ
）
で
あ

る
。
稲
に
は
結
実
も
親
株
が
枯
れ
ず
株
が
生
き
続
け
る
と
い
う
多
年

生
型
と
、
種
子
に
よ
り
毎
年
繁
殖
し
て
枯
れ
る
一
年
生
型
が
あ
る
。

そ
の
中
間
型
集
団
も
多
く
存
在
す
る
。

ア
ジ
ア
イ
ネ
に
は
耐
冷
性
の
高
い
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
（
日
本
型
）
と

耐
冷
性
の
低
い
イ
ン
デ
ィ
カ
種
（
イ
ン
ド
型
）
の
二
つ
の
系
統
が
あ

り
、
中
間
品
種
群
も
多
数
あ
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
（
日
本
型
、
島
嶼

型
）
の
稲
は
、
日
本
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
な
ど
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
の

地
域
で
栽
培
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
は
温
帯
日
本
型
と
熱
帯
日
本

型
（
ジ
ャ
バ
ニ
カ
種
）
に
分
け
ら
れ
、
温
帯
日
本
型
（
温
帯
島
嶼
型
）

が
主
に
日
本
や
中
国
遼
寧
省
で
栽
培
さ
れ
る
。

水
田
で
栽
培
す
る
稲
を
水
稲
（
す
い
と
う
）
、
耐
旱
性
が
強
く
畑

地
で
栽
培
す
る
稲
を
陸
稲
（
り
く
と
う
、
お
か
ぼ
）
と
い
う
。
日
本

で
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
が
日
本
以
外
で
は
区
別
が
な
い
。

交
配
育
種
法
で
新
し
い
品
種
が
得
ら
れ
る
。
雑
種
集
団
の
親
が
二

品
種
の
み
の
場
合
を
単
交
配
と
い
い
一
般
的
に
広
く
用
い
ら
れ
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
ひ
と
め
ぼ
れ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
、
ゆ
め
ぴ
り
か
な
ど
が

こ
の
方
法
で
育
成
さ
れ
た
。
庄
内
平
野
で
は
九
月
下
旬
か
ら
「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
、
そ
の
後
「
は
え
ぬ
き
」
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
、
最
後
に
一
〇

月
下
旬
に
、
私
の
大
好
き
な
「
つ
や
姫
」
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1
1

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
四
）
三
冬

植
物

【
蜜
柑
】

蜜
柑
山

日
本
で
蜜
柑
と
い
う
と
普
通
は
温
州
蜜
柑
の
こ
と
を
指
す
。
中
国

の
浙
江
省
温
州
地
区
が
蜜
柑
の
名
産
地
で
あ
る
た
め
、
中
国
原
産
と

思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
温
州
蜜
柑
の
原
産
地
は
日
本
で
あ
る
。
静
岡
県

の
温
州
蜜
柑
は
、
年
間
収
穫
量
は
一
〇
万
ト
ン
か
ら
一
三
万
ト
ン
で
、

隔
年
の
差
が
大
き
い
。
主
な
産
地
は
浜
松
市
の
三
ヶ
日
な
ど
を
は
じ

め
と
し
て
静
岡
県
の
全
体
に
わ
た
っ
て
産
地
が
あ
る
。

柑
橘
類
は
、
ミ
カ
ン
科
ミ
カ
ン
亜
科
ミ
カ
ン
連
の
ミ
カ
ン
属
な
ど

数
属
の
総
称
で
、
こ
の
言
葉
は
日
本
の
造
語
で
あ
る
。

温
州
蜜
柑
と
橙
、
夏
蜜
柑
の
ミ
カ
ン
属
は
芳
香
性
健
胃
薬
と
し
て
、

胃
腸
薬
に
配
合
さ
れ
る
。
芳
香
性
健
胃
薬
は
芳
香
ま
た
は
臭
気
が
嗅

覚
を
刺
激
し
、
消
化
器
の
亢
進
、
消
化
液
の
分
泌
を
促
進
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
。
温
州
蜜
柑
の
成
熟
し
た
果
皮
を
干
し
た
も
の
が
生
薬
の

陳
皮
（
チ
ン
ピ
）
で
あ
る
。
陳
皮
は
七
味
唐
辛
子
に
入
っ
て
い
る
。

先
人
た
ち
が
考
え
た
日
本
独
特
な
香
辛
料
で
あ
る
。
芳
香
性
健
胃
薬

と
同
じ
く
、
食
欲
不
振
、
消
化
不
良
の
症
状
に
良
い
と
さ
れ
る
。

橙
の
成
熟
し
た
果
皮
を
干
し
た
も
の
は
生
薬
の
橙
皮
（
ト
ウ
ヒ
）

に
な
る
。
橙
皮
は
「
日
本
薬
局
方
」
の
第
一
版
よ
り
引
き
続
き
収
載

さ
れ
て
い
る
。
橙
は
正
月
飾
り
が
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

果
実
は
枝
に
付
い
た
ま
ま
二
年
位
落
ち
な
い
た
め
、
次
の
年
も
代
々

実
が
つ
い
て
い
る
様
を
例
え
て
、
ダ
イ
ダ
イ
と
い
う
名
が
付
い
た
。

ダ
イ
ダ
イ
は
サ
ワ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
変
種
で
あ
る
。
一
般
的
に
オ
レ

ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
（
甘
橙
）
と
サ
ワ

ー
オ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1
1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
五
）
晩
秋

植
物

【
仏
手
柑
】

ブ
ッ
シ
ュ
カ
ン
（
仏
手
柑
）
は
ミ
カ
ン
科
ミ
カ
ン
属
の
常
緑
低
木

で
、
高
温
多
湿
な
気
候
で
よ
く
育
つ
。
寒
さ
に
弱
い
た
め
、
露
地
で

越
冬
す
る
の
は
温
暖
な
地
域
に
限
ら
れ
る
。
果
皮
が
非
常
に
厚
く
、

果
肉
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
果
実
の
先
端
が
尖
り
、
皮
が
分
か
れ
て
手

の
指
を
合
わ
せ
て
い
る
様
な
形
を
し
て
い
る
。
「
ス
ダ
チ
」
「
カ
ボ

ス
」
「
ユ
ズ
」
「
レ
モ
ン
」
と
同
じ
香
酸
柑
橘
類
の
一
種
で
あ
る
。

レ
モ
ン
と
類
縁
の
シ
ト
ロ
ン
の
変
種
で
、
名
前
の
由
来
は
、
形
か

ら
仏
陀
の
手
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

仏
手
柑
は
主
に
観
賞
用
で
、
茶
の
湯
の
席
の
生
け
花
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
正
月
飾
り
に
す
る
地
域
も
あ
る
。
食
用
に
も
す
る

が
、
身
が
少
な
い
の
で
砂
糖
漬
け
な
ど
の
菓
子
に
し
た
り
、
乾
燥
さ

せ
た
り
し
て
食
べ
る
。
果
実
や
花
は
漢
方
薬
に
も
利
用
さ
れ
る
。

仏
手
柑
の
最
大
の
特
徴
は
、
大
き
さ
も
形
も
同
じ
も
の
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
手
が
開
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
閉
じ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
千
差
万
別
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
産
地
へ
出
向
い
て
自
分
で
選
ん
で
観
賞
用
と
す
る
の
が
い
い
。

観
賞
し
た
あ
と
は
、
良
い
香
り
が
す
る
の
で
部
屋
に
置
い
て
お
く
と

い
い
。
さ
ら
に
香
り
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
砂
糖
漬
け
に
す
る
。

仏
陀
の
手
の
形
の
仏
手
柑
と
は
形
の
ま
っ
た
く
異
な
る
仏
手
柑
が

あ
る
。
高
知
県
四
万
十
川
流
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
ブ
ッ
シ
ュ
カ
ン

は
、
同
じ
香
酸
柑
橘
類
の
「
餅
柚
」
と
呼
ば
れ
る
品
種
で
あ
り
、
緑

色
で
球
状
の
果
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
丸
仏
手
柑
」
と
呼
び
、
「
手

仏
手
柑
」
と
区
別
す
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1

２
月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
六
）
三
冬

天
文

【
虎
落
笛
】

木
枯
が
吹
く
頃
、
日
に
日
に
風
の
冷
た
さ
が
増
し
て
く
る
。
日
本

列
島
で
は
冬
の
風
に
関
す
る
言
葉
も
多
様
で
あ
る
。
虎
落
笛
、
鎌
鼬
、

北
颪
な
ど
の
季
語
も
あ
る
。

虎
落
笛
は
、
寒
風
が
柵
や
竹
垣
に
当
た
っ
て
鳴
る
現
象
で
あ
る
。

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
か
、
ぴ
ゅ
う
ぴ
ゅ
う
と
い
う
風
の
音
の
表
現
が
あ

り
、
人
び
と
が
実
感
を
持
っ
て
い
る
。
「
も
が
り
」
と
は
貴
人
を
仮

葬
し
た
場
所
で
あ
る
殯
宮
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
囲
う
竹
垣
を
表
す
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
中
国
で
虎
を
防
ぐ
柵
を
意
味
す
る
「
虎
落
」

の
字
を
そ
の
竹
垣
に
当
て
た
。
戦
の
と
き
竹
を
組
ん
で
柵
と
し
た
矢

来
の
よ
う
な
も
の
や
、
竹
を
立
て
並
べ
た
紺
屋(

こ
う
や)

な
ど
の
物

干
を
虎
落
と
い
う
。

物
理
で
は
、
風
の
障
害
物
の
風
下
側
に
で
き
る
「
カ
ル
マ
ン
渦
」

に
よ
っ
て
起
こ
る
「
エ
オ
ル
ス
音
」
を
指
す
。
エ
オ
ル
ス
の
名
は
、

ギ
リ
シ
ア
神
話
の
風
の
神
「
ア
イ
オ
ロ
ス
」
に
由
来
す
る
。
竹
垣
の

竹
に
風
が
当
た
る
と
、
竹
に
沿
っ
て
動
く
風
は
摩
擦
抵
抗
で
遅
く
な

り
、
竹
に
沿
わ
な
い
風
は
摩
擦
抵
抗
が
な
い
分
早
く
流
れ
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
竹
の
後
ろ
に
カ
ル
マ
ン
渦
、
つ
ま
り
風
の
回
転
が
起
こ
る
。

冬
の
季
節
風
は
北
よ
り
の
風
が
強
く
て
、
し
か
も
長
く
吹
き
付
け

る
の
で
虎
落
笛
が
長
く
聞
こ
え
る
。
他
の
季
節
で
は
一
定
方
向
か
ら

強
い
風
が
長
い
時
間
吹
き
込
む
こ
と
が
無
い
の
で
聞
く
こ
と
が
少
な

い
。
長
大
橋
の
細
い
手
摺
や
吊
橋
の
縦
ワ
イ
ヤ
ー
で
、
と
き
ど
き
聞

こ
え
る
こ
と
が
あ
る
。
台
風
の
風
な
ど
で
電
線
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

こ
と
も
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1

２
月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
七
）
三
冬

天
文

【
霰
】

玉
霰

夕
霰

初
霰

霰
は
、
雲
か
ら
降
る
直
径
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
氷
の
粒
で
あ

り
、
雪
霰
と
氷
霰
が
あ
る
。

雪
霰
は
（
ゆ
き
あ
ら
れ
）
は
白
色
で
不
透
明
な
氷
の
粒
で
、
形
は

球
状
や
半
円
錐
状
で
あ
る
。
直
径
は
二
ミ
リ
か
ら
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
で
、
堅
い
地
面
に
落
ち
る
と
弾
み
な
が
ら
、
よ
く
割
れ
る
。

砕
け
や
す
く
、
踏
む
と
簡
単
に
潰
れ
る
。
雪
霰
は
隙
間
を
多
く
含
む

た
め
、
比
重
は
〇
・
八
未
満
と
か
な
り
小
さ
い
。
ち
な
み
に
純
水
の

氷
の
比
重
は
約
〇
・
九
二
で
あ
る
。
雪
霰
は
地
表
の
気
温
が
摂
氏
〇

度
前
後
の
と
き
降
る
驟
雨
性
の
降
水
で
、
雪
と
と
も
に
降
っ
て
く
る
。

氷
霰
（
こ
お
り
あ
ら
れ
）
は
半
透
明
の
氷
の
粒
で
、
形
は
球
状
、

た
ま
に
半
円
錐
状
の
尖
っ
た
部
分
が
あ
る
。
直
径
は
五
ミ
リ
く
ら
い

で
、
五
ミ
リ
を
超
え
る
と
「
雹
」
に
区
分
さ
れ
る
。
堅
い
地
面
に
落

ち
る
と
弾
み
、
踏
ん
で
も
潰
れ
な
い
。
隙
間
が
比
較
的
少
な
く
、
比

重
は
〇
・
八
を
超
え
て
〇
・
九
九
に
近
い
場
合
が
あ
る
。

氷
霰
は
、
雪
霰
が
雹
に
成
長
す
る
途
中
の
状
態
で
あ
る
。
雪
霰
は
、

強
い
上
昇
気
流
の
あ
る
積
乱
雲
や
発
達
し
た
積
雲
の
中
で
、
過
冷
却

の
水
滴
に
衝
突
し
凍
結
し
、
部
分
的
に
融
け
た
り
再
び
凍
っ
た
り
と

い
う
過
程
を
経
て
大
き
さ
を
増
す
。
そ
の
小
さ
い
も
の
が
氷
霰
で
、

大
き
い
も
の
が
雹
で
あ
る
。

気
象
観
測
装
置
を
導
入
し
た
ア
メ
ダ
ス
や
ほ
と
ん
ど
の
地
方
気
象

台
で
は
、
天
気
の
雨
雪
判
別
（
雨
・
雪
・
霙
）
の
み
で
あ
る
。
落
下

す
る
物
の
大
き
さ
の
測
定
が
難
し
い
の
で
、
霰
な
ど
の
大
気
現
象
の

記
録
は
二
〇
一
九
年
二
月
に
廃
止
さ
れ
た
。



『
氷
室
』2

0
2
4

年1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
八
）
晩
冬

時
候

【
寒
】

寒
中

寒
の
内

寒
四
郎

寒
九

寒
土
用

寒
の
朝

関
連
の
季
語
に
「
寒
の
入
」「
小
寒
」「
大
寒
」「
寒
明
」
が
あ
る
。

寒
は
、
暦
の
上
で
寒
さ
が
最
も
厳
し
い
と
さ
れ
る
期
間
の
こ
と
で
、

寒
中
、
寒
の
内
と
も
言
わ
れ
る
。
二
十
四
節
気
の
小
寒
の
日
か
ら
立

春
の
前
日
で
あ
る
節
分
ま
で
の
約
三
〇
日
間
で
、
大
寒
の
日
が
ほ
ぼ

中
間
と
な
っ
て
い
る
。
小
寒
の
日
を
「
寒
の
入
」
、
立
春
の
日
を
「
寒

明
」
と
い
い
、
「
寒
明
」
は
初
春
の
季
語
で
あ
る
。
寒
に
入
る
と
寒

中
見
舞
を
投
函
す
る
。
寒
の
後
半
、
つ
ま
り
大
寒
の
日
以
降
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
寒
稽
古
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小
寒
は
正
月
気
分
が
抜
け
、
仕
事
な
ど
の
活
動
が
本
格
的
に
始
ま

る
時
期
で
も
あ
る
。
背
筋
を
伸
ば
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。

寒
に
入
っ
て
九
日
目
を
「
寒
九
」
と
い
う
。
寒
九
は
通
常
、
一
月

一
三
日
か
一
四
日
頃
で
あ
る
。
「
寒
九
の
水
」
は
寒
九
に
汲
む
水
の

こ
と
で
、
薬
を
飲
む
の
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
餅
を
搗
く

の
に
も
酒
を
造
る
に
も
、
と
り
わ
け
こ
の
日
が
向
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
寒
九
に
降
る
雨
は
「
寒
九
の
雨
」
と
呼
ば
れ
、
豊
年

の
兆
し
で
あ
る
。

暖
か
く
な
っ
て
か
ら
急
に
寒
さ
が
戻
る
こ
と
を
「
寒
の
戻
り
」
と

い
う
。
全
国
的
に
気
温
が
下
が
る
。
日
本
列
島
が
移
動
性
高
気
圧
に

覆
わ
れ
る
時
、
ま
た
は
低
気
圧
が
通
過
し
た
後
、
一
時
的
に
西
高
東

低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
っ
て
北
寄
り
の
風
が
強
ま
り
、
朝
晩
、

放
射
冷
却
が
効
い
て
冷
え
込
む
。
遅
霜
が
降
り
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
観
葉
植
物
は
家
の
中
に
入
れ
る
。
気
象
庁
で
は
低
温
に
関
す
る
異

常
天
候
早
期
警
戒
情
報
を
出
し
て
注
意
を
呼
び
掛
け
る
。



『
氷
室
』2

0
2
4

年1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
五
九
）
晩
冬

時
候

【
寒
波
】

寒
波
来

気
象
用
語
で
「
寒
波
」
と
は
、
主
に
冬
期
に
高
緯
度
地
域
に
あ
る

非
常
に
冷
た
い
空
気
（
寒
気
）
が
南
下
し
、
中
緯
度
地
域
の
広
範
囲

に
二
、
三
日
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
期
間
、
平
常
よ
り
著
し
く
気
温
の

低
い
状
態
を
も
た
ら
す
現
象
を
い
う
。
北
半
球
で
は
北
緯
四
〇
度
付

近
を
流
れ
る
偏
西
風
（
寒
帯
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
）
が
南
北
に
蛇
行
す
る

と
、
寒
波
の
要
因
と
な
る
寒
気
が
南
下
し
や
す
く
な
る
。

強
い
寒
波
が
来
る
と
暴
風
や
高
波
、
積
雪
や
低
温
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
通
障
害
が
発
生
す
る
ほ
か
、
積
雪
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
の
農
業
施
設
の
倒
壊
、
着
雪
に
よ
る
倒
木
や
断
線
に
よ
る
停
電
な

ど
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。
強
い
寒
波
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
気
象

台
は
「
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に
関
す
る
気
象
情
報
」
を
発
表
す
る
。

例
え
ば
、
二
〇
二
三
年
一
月
二
四
日
、
気
象
予
報
士
が
記
録
的
な

寒
波
が
来
る
の
で
、
各
地
で
大
雪
、
猛
吹
雪
に
警
戒
を
と
解
説
し
た
。

こ
の
時
、
日
本
の
上
空
に
こ
の
冬
一
番
の
非
常
に
強
い
寒
気
が
流
れ

込
み
、
東
日
本
や
西
日
本
の
日
本
海
側
で
急
激
に
積
雪
が
増
え
て
い

る
ほ
か
、
九
州
や
四
国
の
平
地
で
も
雪
が
積
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。

広
い
範
囲
で
大
雪
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
ほ
か
、
あ
す
朝
に
か
け

て
全
国
的
に
一
〇
年
に
一
度
程
度
の
低
い
気
温
と
な
っ
て
広
い
範
囲

で
交
通
へ
の
影
響
や
水
道
管
の
凍
結
な
ど
の
被
害
が
出
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
い
う
気
象
情
報
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
早
期
天
候
情
報
」
は
、

沖
縄
を
除
く
全
国
に
対
し
て
発
表
さ
れ
、
三
重
県
南
部
で
も
大
雪
、

京
都
も
一
五
セ
ン
チ
の
積
雪
と
な
っ
た
。



『
氷
室
』2

0
2
4

年2

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
六
〇
）
三
冬

動
物

【
笹
鳴
】

鶯
の
鳴
き
方
の
一
つ
で
あ
る
。
鶯
は
冬
に
な
る
と
餌
を
求
め
て
山

を
下
り
、
人
里
で
暮
ら
し
て
い
る
。
春
に
は
鶯
の
季
語
が
あ
り
、
匂

鳥
、
春
告
鳥
、
初
音
、
鶯
の
谷
渡
り
な
ど
の
傍
題
が
あ
る
。
ま
た
、

夏
に
は
老
鶯
が
夏
鶯
、
乱
鶯
、
残
鶯
な
ど
の
傍
題
と
と
も
に
登
場
す

る
。
新
年
の
初
鶯
は
め
で
た
い
季
語
で
あ
り
、
冬
の
鶯
は
冬
の
季
語

で
、
藪
鶯
、
笹
子
（
さ
さ
こ
）
と
い
う
傍
題
が
あ
る
。
笹
子
と
は
笹

藪
で
鳴
き
方
を
整
え
て
い
る
鶯
の
こ
と
で
幼
鳥
の
こ
と
で
は
な
い
。

春
に
は
見
事
な
声
の
鶯
で
あ
る
が
、
成
鳥
の
鶯
で
も
冬
期
に
は
チ

ャ
ッ
チ
ャ
ッ
と
い
う
地
鳴
き
し
か
で
き
な
い
期
間
が
あ
る
。
そ
れ
を

笹
鳴
と
い
う
季
語
で
詠
む
。

鶯
は
ほ
ぼ
東
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
。
日
本
、
サ
ハ
リ
ン
、
中
国
東

中
部
で
繁
殖
し
、
中
国
南
東
部
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
で
越
冬
す
る
。

ハ
ワ
イ
諸
島
に
い
る
鶯
は
日
本
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日

本
で
は
全
国
に
分
布
し
、
夏
に
山
地
で
過
ご
し
冬
季
に
平
地
へ
移
動

す
る
漂
鳥
で
あ
る
。
移
動
し
な
い
留
鳥
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

平
地
か
ら
高
山
帯
へ
と
環
境
適
応
能
力
が
あ
る
。

笹
の
多
い
林
や
藪
を
好
ん
で
棲
む
。
と
き
に
笹
鳴
き
の
最
中
に
開

け
た
場
所
に
姿
を
現
す
こ
と
も
あ
る
が
、
普
通
は
警
戒
心
が
強
く
て

な
か
な
か
姿
が
見
え
な
い
。

雄
の
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
が
縄
張
り
宣
言
の
鳴
き
声
で
、
巣
に
餌

を
運
ぶ
雌
へ
の
安
全
信
号
、
「
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
」
は
侵
入
者

や
外
敵
へ
の
威
嚇
で
、
雌
へ
の
危
険
信
号
で
も
あ
り
、
こ
の
合
図
で

雌
は
物
陰
に
隠
れ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
4

年2

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
六
一
）
三
春

動
物

【
囀
】

春
、
鳥
た
ち
は
繁
殖
期
を
迎
え
る
。
囀
は
縄
張
り
宣
言
や
雌
を
呼

ぶ
た
め
に
、
繁
殖
期
の
雄
が
発
す
る
鳴
き
声
で
あ
る
。
恋
の
歌
を
高

ら
か
に
唱
い
あ
げ
る
の
が
囀
で
あ
る
。
鳥
の
鳴
き
声
は
四
季
を
通
し

て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
季
語
と
し
て
の
「
囀
」
は
春
の
求
愛
の

鳴
き
声
の
こ
と
を
特
に
詠
む
季
語
で
あ
る
。

中
で
も
鳴
禽
類
は
鳴
管
の
筋
肉
が
よ
く
発
達
し
て
お
り
、
高
度
な

囀
を
す
る
種
が
あ
る
。

鳥
の
鳴
き
声
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
囀
の
他
に
は
、
地

鳴
き
が
あ
る
。
主
に
繁
殖
期
以
外
で
の
鳴
き
声
を
言
う
。
一
例
と
し

て
、
鶯
の
場
合
に
は
囀
が
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
、
地
鳴
き
が
「
チ
ャ

ッ
チ
ャ
」
と
、
笹
鳴
と
呼
ば
れ
る
声
で
あ
る
。

鳥
に
は
気
嚢
が
あ
る
。
肺
の
一
部
に
あ
た
る
呼
吸
器
で
、
鳥
は
効

率
的
に
酸
素
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
呼
吸
器
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

酸
素
濃
度
の
薄
い
上
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
を
越
え
る
鳥
も
い
る
。

同
じ
肺
呼
吸
の
動
物
で
も
、
地
上
で
暮
く
ら
す
哺
乳
類
と
空
を
飛

べ
る
鳥
類
で
は
呼
吸
の
仕
組
が
ち
が
う
。
哺
乳
類
は
横
隔
膜
を
利
用

し
、
鳥
類
は
気
嚢
を
利
用
し
て
呼
吸
す
る
。
気
嚢
を
使
う
呼
吸
は
獣

脚
類
と
呼
ば
れ
る
恐
竜
に
も
あ
っ
た
。
そ
の
恐
竜
の
子
孫
が
鳥
類
で

あ
る
。

気
嚢
は
複
数
あ
り
、
吸
う
と
き
に
後
気
嚢
が
働
き
、
前
気
嚢
か
ら

吐
き
出
す
。
鶯
の
場
合
、
「
ホ
ー
」
が
吸
う
息
、
「
ホ
ケ
キ
ョ
」
が

吐
く
息
で
、
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
大
き
な
声
を
出
す
。


